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【手続補正書】
【提出日】平成20年11月17日(2008.11.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
リム（１）のウェル（１１）に形成されるリムベッド（２）領域に配置される封止装置（
１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）を含むチューブレスタイヤ用スポークホイ
ールリムであって、該リム（１）はリム中心面（１０）の両側に封止部分を備えたレリー
フ（１３）を備えており、該レリーフ（１３）には封止部分（１４，１４’）を形成する
２個のくびれが設けられると共に、該封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，
４８）は、形状及び寸法が該レリーフ（１３）と略相補的に構成され、且つ該レリーフ（
１３）内に配置されることを特徴とするリム。
【請求項２】
前記レリーフ（１３）及び前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）
は、該封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）及び前記リム（１）の封
止部分（１４，１４’）の半径方向外方封止部分（１４’）領域間の接触圧が、該リムの
回転角速度の増加に伴い増加するように構成されることを特徴とする請求項１に記載のリ
ム。
【請求項３】
リム断面において、前記封止部分（１４，１４’）を覆う面は、前記リム中心面（１０）
に対して、約０度から１２０度の範囲の角度を形成することを特徴とする請求項１又は２
に記載のリム。
【請求項４】
前記レリーフ（１３）は、前記リム中心面（１０）から離れるように向く部部分において
、前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）を略完全に包囲するよう
に構成されることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項に記載のリム。
【請求項５】
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）は、前記リム中心面（１０
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）の両側において、前記レリーフ（１３）の間のリムベッド（２）部を覆うことを特徴と
する請求項１乃至４のいずれか一項に記載のリム。
【請求項６】
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）が前記リムに嵌合された時
に、所定の接触圧が少なくとも前記封止部分（１４，１４’）及び該封止装置（１２，２
５，２７，３６，４４，４６，４８）の領域で生じるように、該封止装置（１２，２５，
２７，３６，４４，４６，４８）は構成されることを特徴とする請求項１乃至５のいずれ
か一項に記載のリム。
【請求項７】
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）は、前記レリーフ（１３）
に割り当てられた部分において、該レリーフ（１３）のくびれ（１４，１４’）領域に設
けられる凹部（２８）と平行四辺形断面が類似する構成を含むことを特徴とする請求項１
乃至６のいずれか一項に記載のリム。
【請求項８】
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）の非嵌合状態において、該
封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）の前記レリーフ（１３）に割り
当てられる部分は、前記リム（１）の半径方向から見た時に、該レリーフ（１３）の対応
する高さよりも高いことを特徴とする請求項１乃至７のいずれか一項に記載のリム。
【請求項９】
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）は非嵌合状態において、前
記リム（１）の半径方向に、該リム（１）の直径（Ｄ１）よりも小さい直径（Ｄ３）を有
することを特徴とする請求項１乃至８のいずれか一項に記載のリム。
【請求項１０】
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）の断面幅（ｂ３）は、前記
非嵌合状態において、前記くびれ（１４，１４’）に割り当てられる前記レリーフ（１３
）部分で、該レリーフ（１３）のくびれ（１４，１４’）の断面幅（ｂ１）よりも大きい
ことを特徴とする請求項１乃至９のいずれか一項に記載のリム。
【請求項１１】
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）には、前記レリーフ（１３
）の前記くびれ（１４，１４’）に割り当てられる部分に、少なくとも１個の円周封止縁
２９）が設けられることを特徴とする請求項１乃至１０のいずれか一項に記載のリム。
【請求項１２】
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）には、前記リム中心面（１
０）に対して略横向きに配向される少なくとも１個のくびれ（２６）が設けられることを
特徴とする請求項１乃至１１のいずれか一項に記載のリム。
【請求項１３】
前記リム（１）には、前記リムベッド（２）を前記リムフランジ（３）と連結する部分に
、略連続的な外輪郭が備えられることを特徴とする請求項１乃至１２のいずれか一項に記
載のリム。
【請求項１４】
前記リム（１）は、前記リムベッド（２）を前記リムフランジ（３）と連結する部分にお
いて、中空室断面として構成されることを特徴とする請求項１乃至１３のいずれか一項に
記載のリム。
【請求項１５】
前記リムベッド（２）は、前記レリーフ（１３）を連結する部分において、前記くびれ（
１４）の下端部（２０）の直径（Ｄ１）よりも小さい直径（Ｄ４）を有することを特徴と
する請求項１乃至１４のいずれか一項に記載のリム。
【請求項１６】
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）には、前記リム（１）に嵌
合された前記チューブレスタイヤ（４）にガスを入れるために、所定位置に加硫される弁
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（３５）が設けられることを特徴とする請求項１乃至１５のいずれか一項に記載のリム。
【請求項１７】
前記リムベッド（２）を覆う部分の少なくとも一部において、前記封止装置（３６，４４
，４６，４８）は、同じ又は異なる厚みを備えることが可能な少なくとも２個の層（４０
，４１）を伴い構成されることを特徴とする請求項１乃至１６のいずれか一項に記載のリ
ム。
【請求項１８】
前記層（４０，４１）は、間隙（４２）を形成する際に、互いに離間した状態で配置され
ることを特徴とする請求項１７に記載のリム。
【請求項１９】
前記封止装置（３６，４４，４６，４８）は非嵌合状態において、前記リム中心面（１０
）領域に、とりわけ湾曲状（４３）に構成された直線範囲から外れる輪郭を有することを
特徴とする請求項１乃至１のいずれか一項に記載のリム。
【請求項２０】
チューブレスタイヤ用スポークホイールリムであって、該リム（１）はリム中心面（１０
）の両側に、封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）のために設けられ
る封止部分を備えたレリーフ（１３）を含み、該封止装置（１２，２５，２７，３６，４
４，４６，４８）は、該リム（１）のウェル（１１）に形成されたリムベッド（２）領域
に位置するように意図されており、前記レリーフ（１３）には、前記封止部分（１４，１
４’）を形成する２個のくびれが設けられることを特徴とするリム。
【請求項２１】
前記リムの断面視において、前記封止部分（１４，１４’）を覆う面（Ｘ）は、前記リム
中心面（１０）に対して約０度から約１２０度の範囲の角度を形成することを特徴とする
請求項２０に記載のリム。
【請求項２２】
前記レリーフ（１３）は、前記リム中心面（１０）から離れるように向く部分において、
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）を略完全に包囲するように
構成されることを特徴とする請求項２０又は２１に記載のリム。
【請求項２３】
前記リム（１）は半径方向において、該リム（１）と嵌合するように設けられた前記封止
装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）よりも大きい直径（Ｄ１）を有する
ことを特徴とする請求項２０乃至２２のいずれか一項に記載のリム。
【請求項２４】
前記レリーフ（１３）の前記くびれ（１４，１４’）の断面幅（ｂ１）は、該くびれに割
り当てられた前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）の断面幅（ｂ

３）よりも小さいことを特徴とする請求項２０乃至２３のいずれか一項に記載のリム。
【請求項２５】
前記リム（１）は、前記リムベッド（２）及び前記リムフランジ（３）の間の連結領域（
３）において、略連続的な外輪郭を有するように構成されることを特徴とする請求項２０
乃至２４のいずれか一項に記載のリム。
【請求項２６】
前記リム（１）は、前記リムベッド（２）及び前記リムフランジ（３）の間の連結領域に
おいて、中空室断面として構成されることを特徴とする請求項２０乃至２５のいずれか一
項に記載のリム。
【請求項２７】
前記レリーフ（１３）連結領域において、前記リムベッド（２）は前記くびれ（１４）の
下端部（２０）の直径（Ｄ１）よりも小さい直径（Ｄ４）を有することを特徴とする請求
項２０乃至２６のいずれか一項に記載のリム。
【請求項２８】
リム（１）のウェル（１１）に形成されたリムベッド（２）領域に嵌合するチューブレス
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タイヤ（４）を伴うスポークホイールリム（１）用封止装置（１２，２５，２７，３６，
４４，４６，４８）であって、レリーフ（１３）のリム中心面（１０）の両側領域に封止
部分（１４，１４’）を含み、該封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８
）は、該リム（１）のレリーフ（１３）の形状及び寸法と略相補的に構成されており、前
記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）は、前記レリーフ（１３）に
含まれる部分に、該レリーフ（１３）のくびれ（１４，１４’）に嵌合するために設けら
れる２個の凹部（２８）を含むことを特徴とする封止装置。
【請求項２９】
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）及び前記リム（１）の封止
部分（１４，１４’）の間の接触圧が、該リム（１）の回転角速度の増加に伴い、半径方
向外方に位置する封止部分（１４’）領域において増加するように、該封止装置（１２，
２５，２７，３６，４４，４６，４８）は構成されることを特徴とする請求項２８に記載
の封止装置。
【請求項３０】
前記リム中心面（１０）から離れるように向く部分は、前記レリーフ（１３）によって略
完全に包囲可能である構成を特徴とする請求項２８又は２９に記載の封止装置。
【請求項３１】
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）は前記リム（１）に配置さ
れた時に、前記リム中心面（１０）の両側に設けられた前記レリーフ（１３）間における
前記リムベッド（２）部分を覆う構成を特徴とする請求項２８乃至３０のいずれか一項に
記載の封止装置。
【請求項３２】
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）が前記リム（１）に配置さ
れた時に、所定の接触圧が少なくとも前記封止部分（１４，１４’）及び該封止装置（１
２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）領域に生じるように、該封止装置（１２，２
５，２７，３６，４４，４６，４８）は構成されることを特徴とする請求項２８乃至３１
のいずれか一項に記載の封止装置。
【請求項３３】
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）は、前記レリーフ（１３）
に割り当てられる部分において、前記リムの半径方向から見た時に、前記対応するレリー
フ（１３）よりも高いことを特徴とする請求項２８乃至３２のいずれか一項に記載の封止
装置。
【請求項３４】
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）は非嵌合状態において、前
記リム（１）の半径方向に、該リム（１）よりも小さい直径（Ｄ３）を有することを特徴
とする請求項２８乃至３４のいずれか一項に記載の封止装置。
【請求項３５】
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）の前記断面幅（ｂ３）は、
非嵌合状態において、前記くびれ（１４，１４’）に割り当てられる前記レリーフ（１３
）部分が、該レリーフ（１３）の該くびれ（１４，１４’）の断面幅（ｂ１）よりも大き
いことを特徴とする請求項２８乃至３４のいずれか一項に記載の封止装置。
【請求項３６】
前記封止装置（１２，２５，２７，３６，４４，４６，４８）には、前記レリーフ（１３
）の前記くびれ（１４，１４’）に割り当てられる部分において、少なくとも１個の円周
封止縁（２９）が備えられることを特徴とする請求項２８乃至３５のいずれか一項に記載
の封止装置。
【請求項３７】
前記リム中心面に対して略横向きに配向される少なくとも１個のくびれ（２６）を特徴と
する請求項２８乃至３６のいずれか一項に記載の封止装置。
【請求項３８】
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前記リム（１）に嵌合される前記チューブレスタイヤにガスを入れるために、所定位置に
硫化される弁（３５）を特徴とする請求項２８乃至３７のいずれか一項に記載の封止装置
。
【請求項３９】
前記リムベッド（２）を覆う部分の少なくとも一部において、前記封止装置（３６，４４
，４６，４８）は、同じ又は異なる厚みを備えることが可能な少なくとも２個の層（４０
，４１）を備えるように構成されることを特徴とする請求項２８乃至３８のいずれか一項
に記載の封止装置。
【請求項４０】
前記層（４０，４１）は間隙（４２）を形成する際に、互いに離間した状態で配置される
ことを特徴とする請求項３９に記載の封止装置。
【請求項４１】
前記封止装置（３６，４４，４６，４８）は非嵌合状態において、前記リム中心面（１０
）領域に、特に湾曲（４３）に構成される直線範囲から外れる輪郭を特徴とすることを特
徴とする請求項２８乃至４０のいずれか一項に記載の封止装置。
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